後期学校評価アンケート
　　　　　　　　　　　                                
生　徒アンケート（12月末実施）
保護者アンケート（12月末～１月中旬実施）
教　員アンケート（12月末～１月中旬実施）

一覧表　　　　　　　　　　肯定的回答(当てはまる・だいたい当てはまる)の割合（％）
	項　　　目
	生徒
	保護者
	教員

	Ａ　支え合う仲間・集団づくりの推進

	　①　いじめを許さない指導
	95.7⤴（94.3）
	83.4⤴（72.6）
	94.1⤵ (94.8)

	　②　学校が楽しい
	96.1⤴（93.1）
	93.8⤴（89.8）
	100.0（94.7）

	　③　生徒会活動や学校行事への取り組み
	83.5（83.5）
	88.3⤴（87.9）
	88.2⤴（84.2）

	　④　部活動への取り組み
	76.0⤵（90.9）

	84.8⤵（88.6）

	100.0（94.7）


	Ｂ　規律ある学校づくり

	　⑤　生徒の間違った行動に対しての適切な指導
	93.7⤵（95.8）

	83.4⤴（80.3）

	　100.0（100.0）
　

	　⑥　挨拶
	91.0⤵（92.7）
	88.3⤴（86.6）
	94.1⤴（52.6）

	　⑦　正しい言葉遣い
	87.4⤵（88.2）
	83.4⤵（88.5）
	82.4⤴（73.7）

	Ｃ　分かる楽しい授業の実践

	　⑧　授業は、分かりやすい
	94.5⤵（95.8）
	69.0⤵（72.0）
	100.0（100.0）

	　⑨　分かるまで勉強を教えてくれる。
	89.4⤵（93.1）
	62.7⤵（64.3）
	94.1⤵（94.8）

	　⑩　毎日の家庭学習の習慣が身に付いている。
	79.1⤴（78.5）
	67.3⤵（73.9）
	76.4⤵（84.2）

	Ｄ　生徒一人一人の良さの伸長

	　⑪　学校生活で活躍の場がある 
	89.8⤴（89.3）
	82.0⤵（83.5）
	94.1⤵（100.0）

	　⑫　友達や先生は、自分の頑張りを認めてくれている
	92.9⤵（95.0）
	86.2⤴（83.5）
	100.0（100.0）

	　⑬　将来の進路や職業などについて考え生活している
	76.0⤴（67.8）
	58.6⤵（59.2）
	100.0（100.0）

	Ｅ　家庭・地域との連携の強化

	　⑭　相談しやすい体制づくり
	－
	86.9⤴（75.8）
	100.0⤴（89.5）

	　⑮　校報・通信・ホームページ等での情報公開
	－
	90.4⤴（73.8）
	88.3⤴（84.2）

	　⑯　ＰＴＡ活動や地域の行事への参加
	－
	66.2⤵（71.4）
	94.1⤴（84.3）


※　（　　）は、前期の評価数値
※　ホームページ（https://honai-j.esnet.ed.jp/）

※　肯定的回答(当てはまる・だいたい当てはまる)が９割以上…黄色のマーカー
※　否定的回答(あまり当てはまらない・当てはまらない)が２割以上…水色のマーカー
＜アンケート結果の分析＞
　１　支え合う仲間・集団づくりの推進について
　　★（目標）「いじめを許さない指導」の保護者肯定割合80％以上　→　達成
　　・　前期と比較し、保護者の肯定割合が上がってきている。学校側が意識して指導していることが保護者に伝わるようになってきたと考えられる。
　　・　部活動については、引退した３年生とその保護者の回答を除くと、肯定的な意見が９割以上であるため、著しく低下したわけではないと捉えている。
２　規律ある学校づくりについて
　★（目標１）教員の挨拶に対する肯定割合70.0％以上　→　達成
　　　（目標２）保護者の「生徒の間違った行動に対しての適切な指導」に対する肯定割合85.0％以上　→　達成ならず
・　保護者の評価が、若干ではあるが高まってきた。教員側の努力や配慮が以前よりも家庭に伝わる機会が増えたのではないかと考えられる。
・　生徒の評価は若干下がってきているが、依然として９割を超えており高い水準である。教職員の挨拶や言葉遣いに対する評価も大きく高まっている。部活動であいさつ運動等を実施し、生徒の意識が高まるとともに、教師側も生徒の努力を認める場面があったことが影響していると考えられる。今後も、生徒が主体的に取り組む活動を充実させるとともに、教職員も身近な大人の代表として、よい見本となるように努力を続けていきたい。
　３　分かる楽しい授業の実践について
　　★（目標）週５回のホームページ更新の内、授業の様子を１回以上掲載する。
→達成ならず
・　２週間に一度程度は様々な授業の様子をホームページに掲載できた。もう少し
頻度を増やしていきたい。また、参観日の参加率が高まるような工夫も必要だと感じている。
　　・　教員は、分かりやすい授業が展開できるように努めようとしているが、生徒や保護者には、それが実感できていない状況である。
　　・　分かるまで勉強を教えてもらえると感じている生徒の割合が、前期と比較し低下しており、教師の評価も若干低下している。２学期は、学校行事等が多く、授業を充実させるための準備の時間が十分に確保できなかったのではないかと考えられる。
　　・　教員からも、授業を充実させることが大切だという意見が上がっている。「分かる楽しい授業の実践について」を本校の最重要課題として、全体で十分に検討し充実させていく必要があると感じている。
４　生徒一人一人の良さの伸長について
★（目標）生徒、保護者の「将来の進路や職業などについて考え生活している」の肯定割合を生徒・保護者共に80％以上　→　達成ならず　
・　生徒については評価が高まっている。キャリア教育を高校進学や職業教育に限定することなく、広く捉えて取り組むことができるようになってきたからだと考えられる。保護者はほとんど変化のない状況である。ＨＰ等による啓発を大切にし、生徒の意識の高まりを保護者も感じられるように工夫していきたい。　
　　・　若干低下したとはいえ、生徒同士で頑張りを認めようとしたり、教師が生徒の頑張りを認めようとしたりする雰囲気を、大部分の生徒が感じ取っている。保護者の評価も高まっており、今後も学校の様子が保護者に伝わるように努力していきたい。
　５　家庭・地域との連携の強化について
　　★（目標１）授業日は毎日ホームページを更新　→　達成
　　　（目標２）行事予定を毎月20日までにホームページに掲載　→　達成

・　相談しやすい体制づくりや情報公開については、数値が向上している。今後も努力を続けていきたい。
・　教員の94.1％は、保護者は学校の教育活動に対して協力的であると捉えている。しかし、保護者は、ＰＴＡ活動や地域の行事等に十分に参加できていないと考えている。保護者の記述意見には、「もっと保護者を頼っていただいてもいいのかなと思う」という意見があった。保護者が気持ちよく学校の教育活動に協力していただけるように、検討していきたい。
＜後期に目標達成状況を検証するための評価基準＞
	評価項目
	A（目標達成）
	B（維持）
	C（見直し必要）

	①「いじめを許さない指導」の保護者肯定割合
	80％以上
	AとCの間
	69％以下

	②教員の挨拶に対する肯定割合
	70％以上
	AとCの間
	54%以下

	③１週間の内、授業の様子をホームページに掲載した回数（平均値）
	１以上
	AとCの間
	0.5以下

	④生徒、保護者の「将来の進路や職業などについて考え生活している」の肯定割合（生徒・保護者の平均値）
	80％以上
	AとCの間
	63％以下

	⑤授業日のホームページ更新回数割合
（ホームページ更新回数÷授業日×１００）
	95％以上
	AとCの間
	70％以下


＜学校評価委員からの意見＞
・　保護者と教員の距離感を近づける努力を継続し、ＰＴＡ活動を充実させてほしい。
・　「学校が楽しい」という生徒が多いこと、保護者も同意見であることが何よりである。今後も継続してほしい。
・　帰宅時の生徒の荷物が多いので驚いている。配慮をお願いしたい。
・　挨拶がよくできている。登下校の態度もよくなってきている。生徒の良い面を伸ばしていってほしい。
・　Ｄ　生徒一人一人の良さの伸長における、「将来の進路や職業などについて考え生活している」については、質問の仕方を考え、夢をもって生き生きと学校生活を送る生徒を育成してほしい。

＜来年度に向けて＞
　　来年度は、全教職員で力を合わせ、授業改善を最重要課題として取り組みたい。ま
た、後期に目標達成できなかった項目や今年度の反省点は、来年度改善が図れるよう
努力していきたい。
